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＜連絡事項＞
・特にありません
＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～43号室へ任意入院となる。
・浅坂　政美様～2/28　北病棟へ転出予定。
・豊川　登美枝様～本人希望にて、本日夕より軽食、朝：ロールパンとなる。また作業・ＳＳＴ導入となっている。火：午後　月・水・木・金：午前
・辻浦　幸子様～小林様(母方の祖母)より連絡があり、青森の施設見学のため、3/1　14時から3/2　16時まで外泊希望あり、申請し許可となっている。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・若松　澄子様～不調の訴えはない。作業で取り組んでいる塗り絵を持参し見せている。他室侵入していないか問われ「いてません」と首を横に振って拒否している。トラブルになるため他室侵入はしないよう注意されている。
・泉川　ケイ子様～話にまとまりなく多弁に話しているが穏やか。幻聴はあり「みんなの声に押しつぶされている感じがする」「陰でいじめられている感じがする」など被害的な発言聞かれている。また、「私の名前は市役所の方でどうなっているんですかね」など奇異な発言あり。
・倉橋　生子様～診察室へ入ってくると薬剤変更してからイライラ感がなくなったと。また、「青風荘より楽しくない。退屈だ。青風荘の方が生活しややすい」と話し外泊訓練を気にしている。同室者の不満を訴えており、干渉しすぎないよう指導されている。臨時薬は同内容にて処方。
・吉島　知寿子様～月経のため眠気を訴えているが夜間は良眠できていると話している。診察中は不機嫌さないがまとまりなく多弁に話をしている。気分高揚さあるため、本日の就寝時よりバルプロ酸Ｎａ(200)1T　1×就寝前で7日分処方となる。
・成田　賀枝様～身体不調の訴え多く、診察終了時になると泣き出すためスタッフ付き添いにて自室へ戻っている。「動悸が止まらない」「精神的なごちゃごちゃがあって・・・」と話し内服薬を希望。本日昼よりロラゼパム(0.5)1Ｔ処方される。その他の臨時薬は同内容にて処方となる。また、手背の発赤、足底の魚の目に対してユベラ軟膏、スピース膏が処方となる。
・石井　幸子様～不調の訴えはない。退院要求あり春頃の退院を目指しデイケアに通うよう説明されるが、「あまり気が進みません」と答えている。デイケア以外に自身で何か考えているのか問われ「料理を作ったり家事をやります」と話す。今まで通りインフルエンザ終了後、デイケアの体験利用をすすめていくこととなる。それを踏まえ退院後のデイケア利用日数を検討していく。
・高橋　伸治様～手指の強ばりは改善してきておりユべラ・メコバラミンは一旦中止となる。「退院はまだですか？おっかあが心配だ」と訴えあり今後検討していくこと説明され了承している
・杉澤　恵子様～同室者に対する不満を話す。不機嫌さはないがやや活気のなさ見られる。臨時薬は同内容にて処方。AZ点眼液、ハップスターがそれぞれ処方となっている。
・金田　光希様～幻聴は「あるが今はあまり聞こえない」と。イライラ感はない様子。早朝覚醒が気になると訴えている。牛乳からヨーグルトへ変更希望あり明日よりヨーグルトへ食事変更となっている。
今後については、今まで通っていたチョコクッキーは人が合わないため通いたくない様子。幻聴がおさまってから作業所の検討、見学をすすめていくこととなる。臨時薬は調整し処方となる。
・高田　マキ様～同室者と口論となり同室者がけがをしたことについては「向こうから殴りかかってきて。私は悪くないです」と答えている。薬に関して「増薬となったバチールが合わないのでもとの薬に変えてほしい」と訴えあり、バチールが中止となりリスペリドンOD(2)2Ｔ、(1)2Ｔ　2×朝夕後で7日分処方となる。次回ハロマンス3/9実施予定。
・高橋　義明様～体調については「まあまあ」と答える。幻聴はあり今までと変わらず「将来のことが聞こえてくる」と。診察中は独語なく頬杖をついて診察を受けている。臨時薬は一部変更し処方となる。
＜皮膚科診察情報＞

・下川戸　長司様～背部に落屑あり。同処置継続となる。デルモゾール2本処方。頚部～胸部は治癒したため処置終了となる。
・長谷川　陽一様～四肢の皮疹軽減が同処置継続となる本人はまだ掻痒感があると話す。タベジール 2T　2×朝夕/7日分処方となる
・出河　攻様～頭部は治癒したため処置終了となる。新たに臀部右側に発赤・腫脹・中央に膿疹あり、ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ+絆創膏固定の指示
あり。
・辻浦　幸子様～躯幹の皮疹軽快しているが同処置継続となる。新たに右耳介に表皮剥離・発赤・腫脹あり。本人は「痛痒い」と話す。右耳介膿皮症と診断されゲンタマイシン軟膏塗布の指示あり(1日2回)
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～プログラムは拒否なく参加し最後まで取り組んでいる。自室のトイレを詰まらせたと何度か訴えている。排便本日あったと報告してきている。妄想や不調の訴えはない。
・松川　順子様～不調や不安感の訴えはない。プログラムに参加している。

・夏坂　浩美様～プログラムには参加しており、幻聴や不調の訴えはない。電話要求や退院に関する発言はない。
・石橋　隆夫様～作業導入となり、見学へ行っている。塗り絵などしているが、「長くて疲れた」と訴えている。午後の入浴は拒否なし。
・佐々木　睦子様～手指振戦は持続している。治験薬は渋々服用しているが、口腔内確認の声かけには拒否している。16時からビデオ撮影実施している。
・金田　光希様～幻聴や不調の訴えはないが、早朝覚醒がある事を話している。苛々した様子はなくプログラム参加している。
・辻浦　幸子様～洗濯の仕方や順番など気にし、スタッフへ話しかけ多く見られている。同室者への不満の訴えはない。
・川井　尚子様～プログラムは問題なく参加し余暇はホールに出てきている。
＜田名部Ｄｒ.患者様退院支援委員会会議＞
・高橋　義明様～北病棟へ行けるよう、日常生活ができるよう支援していく。

・吉島　知寿子様～本人は退院希望をしているが、薬剤調整中。
・成田　賀枝様～要介護１と連絡あり。施設入所を検討していく。

・高橋　伸治様～鍵のかかっている施設入所をすすめる。

・倉橋　生子様～3月中に青風荘へ退院をすすめる

・泉川　ケイ子様～家族(兄弟)に確認して自宅退院を検討していく。父も含め介護保険などのサービスを調整していく。

・石井　幸子様～デイケア体験利用をすすめる。

・金田　光希様～就労支援をすすめていく。いずれは北病棟へ行き訓練をしていく。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：小田　タネ様　75歳

　病　　名：妄想性障害
　病　　棟：西病棟Ａユニット43号室

　入院形態：任意入院

　主治医　：深澤Ｄｒ
　　H25年頃より、約5年前から『自宅を留守にしているとカメラで監視されている。勝手に家に入って持ち出してしまう、色々といたずらされている』と言った被害妄想が出現し、その後徐々に悪化していた。ALSOKなどのサービスを利用しセンサーを付けたり、カメラを付けたりなどの対応（防衛手段）をとっていた。

　H28年頃より、物を置き忘れ「盗られた」と話す事があり、警察へ頻繁に相談があった。その後、八戸市役所に相談し、はくじゅ包括サブセンター職員が訪問。八戸西脳神経クリニックを受診し検査するが、異常所見なく経過観察となっていた。症状改善目的で相談がありH30.2.27当院初診。薬剤調整、環境調整目的のため、西Aユニットへ任意入院となる。

・担当：神林Ｎｓ・柴田Ｎｓ
・入院予定期間：3ヶ月

・買い物：カードなし

・洗濯：自己洗濯

・臨時薬：3/13まであり
・ＧＡＦ・プログラム確認中

・持参薬あり：他科受診予定なし

・ＩＦオーダー：不眠時・不安時

・2/28　採血・検尿実施予定
